


いま、起きるかもしれない「大震災」

昭和55年以前
37.10％

昭和56年以降
62.90％

〈出典：長浜市耐震改修促進計画〉

原因不明 

46%25%

17%

4%
4% 4%

家具・
電化製品の
下敷き

ガラス・建物・
構造物の破片

天井・柱等の
建物の下敷き

本人の転倒転落
その他の原因

い
ま
、起
き
る
か
も
し
れ
な
い

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

「
大
震
災
」　

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
約
1.5
か
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
全
容
が
よ
う

や
く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
、「
大
き
な
地
震
は
来
な
い

と
思
っ
て
い
た
」
そ
ん
な
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。
今
回
の
地
震
は

列
島
直
下
が
震
源
と
な
る
「
活
断
層

型
」。
こ
の
活
断
層
は
日
本
全
土
に
無

数
に
走
っ
て
い
ま
す
。
長
浜
市
に
も
、

比
較
的
多
く
の
活
断
層
が
集
中
（
図

１
）
し
て
お
り
、
熊
本
地
震
の
よ
う
な

大
き
な
地
震
が
繰
り
返
し
起
こ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
大
震
災
の
教
訓
の
ひ
と
つ
に
、

「
自
助
７
割
・
共
助
２
割
・
公
助
１
割
」

と
あ
り
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
、
行
政

自
身
が
被
災
し
機
能
が
麻
痺
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
自
ら
が
自
分
や
家
族
の

安
全
を
守
る
「
自
助
」
の
重
要
性
を
示

唆
す
る
言
葉
で
す
。
今
号
で
は
、
防
災

対
策
に
お
い
て
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い

る
「
自
助
」
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

【
姉
川
地
震
】

　

長
浜
市
で
は
１
９
０
９

年
（
明
治
42
年
）
に
、
姉

川
流
域
を
震
源
と
し
て
活

断
層
型
地
震
で
あ
る
「
姉

川
地
震
」
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
虎
姫
付
近
で
被
害

が
大
き
く
、
家
屋
の
倒
壊

率
が
60
%
を
超
え
る
集
落

も
あ
り
ま
し
た
。

写真：４月28日　本市被災地派遣職員が撮影

図１ 出典:国土地理院技術資料
D・１―No.449「１/25,000都市圏活断層図」

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
の
発
生
を
受
け
、
建
築
・

土
木
技
師
や
保
健
師
等
の
職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
、
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

命
に
か
か
わ
る
二
次
的
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
建
物
調

査
に
携
わ
っ
た
派
遣
職
員
は
、「
古
い
建
物
の
倒
壊
が
目
立

ち
、
瓦
や
石
垣
・
土
壁
が
崩
れ
て
い
る
光
景
が
多
く
あ
っ

た
」、「
避
難
所
に
物
資
は
行
き
届
い
て
い
る
が
、
人
材
が
足

り
て
い
な
い
と
い
う
印
象
だ
」
と
語
り
ま
す
。

　

今
回
の
被
災
地
派
遣
の
経
験
を
皆
で
共
有

し
、
今
後
の
長
浜
市
の
防
災
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
目
立
っ
た
こ
と
は
、
古
い

木
造
の
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
傷
者
が
多
く

発
生
し
た
こ
と
で
す
。
全
壊
し
た
建
物
の
う

ち
、
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
の
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
耐
震
強
度
の
低
い
建
物
は
１

階
部
分
が
押
し
潰
さ
れ
圧
縮
さ
れ
て
い
る
例

が
多
く
あ
り
ま
す
。
派
遣
職
員
の
報
告
に
よ

る
と
、
倒
壊
し
た
建
物
に
多
く
見
ら
れ
る
傾

向
と
し
て
、①
開
口
部
（
窓
な
ど
）
が
多
い
、

②
屋
根
が
重
い
（
瓦
屋
根
な
ど
）
等
の
特
徴

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写真２・３：４月28日 本市被災地派遣職員が撮影

長浜市の住宅の建築年
（平成27年度末）

１ 熊本地震被災地支援職員派
遣報告会

２ 外壁が落下し危険度が高い
建物

３倒壊した建物

熊本地震の特徴は、かつてない「大地震の連鎖」。１度目の地震のあと自宅へ戻った際に２度目の大
きな揺れに見舞われ、死傷につながるケースが多発しました。多くの断層が点在する長浜市でも、最初
の大きな揺れがさらに次の大地震を誘発する恐れがあります。余震が収まるまで自宅に戻るべきではあ
りませんが、どうしても必要なものを取りに帰る場合は、必ず災害情報等を確認したうえで、２人以上
で行動し、１人が屋内に入っている時は別の１人が屋外で待機して、非常時に助けを呼べるようにしま
す。また、屋内に入る場合はすぐに飛び出せるように玄関を開けたまま靴を履いて入る、笛などがあれ
ば携帯するなど、万一に備えましょう。

地震はどこでも
いつでも発生する

地震は、いつ、どこで起きて
も不思議ではありません。他
人事だとは思わずに過去の地
震から学びを得ましょう。

建造物の耐震改修は
地震防災の基本

暮らしの基盤となる住まい。
しかし、状態によっては建造
物が命を奪うことになります。
ぜひ耐震診断を！

地震による火災を防ぐ

1

2 3

大きな揺れは一度とは限らない

もう一度確認!《地震災害》

シリーズ防災特集 前編

二次災害を防ぐためにも、
地震発生後揺れがおさまっ
てから、できるかぎり火元
の確認・始末をしましょう。
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いま、起きるかもしれない「大震災」

今
、わ
た
し
た
ち
が
す
る
べ
き
こ
と

　

大
震
災
に
よ
る
負
傷
原
因
か
ら
、
今
わ
た
し
た
ち
が
地
震

防
災
と
し
て
自
ら
で
き
る
こ
と
「
自
助
」
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
も
、
熊
本
地

震
と
同
じ
く
活
断
層
型
の
地
震
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
図
の

と
お
り
、
負
傷
原
因
を
見
る
と
全
体
の
約
半
分
が
家
具
・
電

化
製
品
の
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
死
傷
原
因
の
実

に
８
割
以
上
が
建
物
や
家
具
の
下
敷
き
に
よ
る
圧
迫
や
窒
息

で
す
。

　

こ
こ
で
考
え
た
い
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
建
物
の
耐
震

改
修
の
重
要
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
具
や
電
化
製
品
の

下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
熊
本
地

震
で
は
、
大
地
震
が
起
き
た
28
時
間
後
、
さ
ら
に
大
き
な
地

震
が
起
こ
り
、
家
具
な
ど
の
転
倒
で
人
的
被
害
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

【
住
ま
い
の
備
え
】

　

主
な
生
活
の
場
と
な
る
自
宅
で
の
対
策
は
、
最
も
重
要
で

有
効
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
比
較
的
簡
易
な
対
策
で
も
、
確

実
な
減
災
に
繋
が
り
ま
す
。

①
家
具
の
固
定

　

金
具
な
ど
で
家
具
・

家
電
を
固
定
す
る
こ
と

で
、
転
倒
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
転

倒
の
防
止
は
、
身
体
へ

の
直
接
的
な
被
害
を
な

く
す
だ
け
で
な
く
、
避

難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に

繋
が
り
ま
す
。

　

固
定
用
品
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手

軽
に
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
店
頭

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
具
の
配
置

　
の
工
夫

　

家
具
は
固
定
す
る
こ
と

が
最
善
で
す
が
、
身
体
に

直
接
倒
れ
か
か
ら
な
い
場

所
に
置
く
な
ど
、
配
置
を

工
夫
す
る
こ
と
は
手
軽
に

で
き
る
減
災
方
法
で
す
。

ま
た
、
就
寝
中
は
最
も
無

防
備
と
な
る
た
め
、
寝
室

に
は
大
型
家
具
を
置
か
な

い
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
家
の
中

に
潜
む
危
険
を
探
し
、
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
持
ち
出
し
品
と
心
身
の
備
え
】

　

本
市
か
ら
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
保
健
師
は
、
決
し
て
良

い
と
は
い
え
な
い
避
難
所
の
環
境
と
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し

た
被
災
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
日
々
の
備
え

が
被
災
後
の
生
活
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

①
非
常
用
の
持
ち
出
し
品
と

　
備
蓄
品
を
準
備
す
る

　

生
活
必
需
品
等
の
入
っ
た
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
手
に
取

り
や
す
い
場
所
に
用
意
し
ま
す
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
長
期
間
停
止
や
、
道
路
の
寸
断
等
に
よ
っ
て
、
避
難

所
へ
の
物
資
供
給
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
最
低

３
日
分
程
度
の
食
糧
や
水
を
各
家
庭
で
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

言
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
7
1
」
の
使
い
方
を
知
っ
て
お
く
と
、
い

ざ
と
い
う
時
、
家
族
や
知
人
に
安
否
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
訓
練
で
学
ぶ
・
覚
え
る

　

防
災
訓
練
に
意
欲
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。
避
難
所
で
の
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
実
際
に

大
地
震
が
起
こ
っ
た
と
仮
定
し
て
避
難
経
路
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
避
難
経
路
は
実
際
に
歩
い
て
み
る
こ
と
で
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
予
備
経
路
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
感
じ
る
な
ど
、
様
々
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る

備
え
を
し
た
う
え
で
防
災
訓
練
に
参
加
す
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
防
災
行
動
が
身
に
付
く
は
ず
で
す
。

　

学
校
・
職
場
・
地
域
な
ど
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
は
、

必
ず
参
加
し
、
仲
間
と
と
も
に
日
々
の
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
み
ん
な
で
参
加
す
る
!

長
浜
市
総
合
防
災
訓
練

　

長
浜
市
で
は
、
毎
年
秋
に
大
規
模
な
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
実
施
予
定
日
】
10
月
16
日
（
日
）
午
前
中

【
訓
練
概
要
】  

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
市
内
で
は
大

き
な
被
害
が
出
た
想
定
で
各
種
の
訓
練
を

行
う
。

【
訓
練
会
場
】
高
時
川
運
動
公
園
広
場

【
訓
練
内
容
】
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
、
水
防
訓
練

　
　
　
　
　
　
　

倒
壊
家
屋
救
出
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

　

市
が
開
催
す
る
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
多
く
の
自
治
会

等
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　

近
年
は
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
各
地
で

大
雨
が
降
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
河
川
の
氾

濫
や
大
規
模
な
浸
水
被
害
、
土
砂
災
害
等
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

命
を
守
る
た
め
３
つ
の
心
得
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

危険を感じたらすぐに避難する。
安全が確認されるまで、自宅に戻ることは避けよう。

阪神淡路大震災における
負傷原因

昭和55年以前
37.10％

昭和56年以降
62.90％

〈出典：長浜市耐震改修促進計画〉

原因不明 

46%25%

17%

4%
4% 4%

家具・
電化製品の
下敷き

ガラス・建物・
構造物の破片

天井・柱等の
建物の下敷き

本人の転倒転落
その他の原因

〈出典：  阪神大震災による建造物の損壊と負
傷に関する実態調査委員会〉

市販の非常用持ち出し袋の一例です。

自分や家族が避難生活に必要とする

最低限のものだけを準備します。お

むつや生理用品なども忘れずに。

豆知識
「非常用持ち出し品」!

②
「
お
く
す
り
手
帳
」
を
準
備
す
る

　

常
備
薬
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
薬
の
名
前
・
服
用
量
を
正
確

に
覚
え
て
い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
時
は
医
療
機

関
も
被
災
し
、
通
常
ど
お
り
に
診
療
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
患
者
の
医
療
情
報
が
記
載
さ
れ
た
「
お
く
す

り
手
帳
」
を
見
せ
る
こ
と
で
、
避
難
所
で
の
治
療
の
助
け
に

な
り
、
速
や
か
な
薬
の
処
方
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
た
自
身
の
身
体
の
情
報
（
ア
レ
ル
ギ
ー
や
既
往
症
な
ど
）

を
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
情
報
を
得
る
手
段
を
確
保
す
る

　

S
N
S
（tw

itte
r

やfa
c
e
b
o
o
k

な
ど
）
や
防
災
・
災

害
伝
言
板
ア
プ
リ
、
電
話
会
社
な
ど
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
情
報
収
集
や
安
否
確
認
の
手
段
を
確

保
し
て
お
く
こ
と
は
、
災
害
時
の
安
全
・
安
心
に
繋
が
り
ま

す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
等
で
は
、
誤
っ
た

情
報
や
う
わ
さ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正
確
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

連
絡
方
法
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
家
族
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
災
害
発
生
時
に
開
設
さ
れ
る
災
害
用
伝

ま
も
な
く
雨
の
季
節
…
…

 

土
砂
・
風
水
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

① ハザードマップで危険箇所を確認

②雨が降り始めたら情報確認

③豪雨になる前の早めの避難

土砂災害や浸水被害の発生する恐れのある場所を示しています。
http://www.city.nagahama.shiga.jp/section/saigai/bousaimap/

気象庁による警報、自治体による避難情報を確認する。

大
地
震
の
経
験
か
ら
学
ぶ
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平成28年度保険料率 医療分　※１ 支援分　※２ 介護分　※３

所得割額
（前年所得－33万円）×率 ７．２０％ ２．５０％ ２．４０％

均等割額（１人あたり） ２５，７００円 ８，８００円 １０，９００円
平等割額（１世帯あたり） ２０，２００円 ６，９００円 ５，８００円

賦課限度額 ５４０，０００円 １９０，０００円 １６０，０００円

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す

問
保
険
医
療
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

　

税　

務　

課
（
☎
６
５

－

６
５
０
８
）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
ケ
ガ
や
病
気
の

と
き
に
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

近
年
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技

術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
１
人
当
た

り
の
医
療
費
が
増
え
続
け
て
お
り
、
国

民
健
康
保
険
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
医
療
費
に
見
合
っ
た
保
険
料
収
入

が
必
要
と
な
り
、
保
険
料
率
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
の
保
険
給
付
費

等
の
支
出
見
込
額
を
も
と
に
、
保
険
料

率
を
改
定
し
ま
す
。
お
互
い
を
支
え
合

う
国
民
健
康
保
険
制
度
を
、
将
来
世
代

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

保険料率の決め方
　その年の医療費などの総額を推計し、必要な保

険料を国保加入者に公平な負担割合で、所得割額・

均等割額・平等割額に振り分けて保険料率を決定

します。

保険料額（年額）の参考例
①年金収入120万円以下（所得０円）　70歳代　１人世帯　※７割軽減

　27年度保険料:18,000円

　28年度保険料:18,480円　480円の増額

②給与収入約212万円（所得130万円）　夫68歳、妻65歳の２人世帯　※軽減なし

　27年度保険料:185,950円

　28年度保険料:190,190円　4,240円の増額

③給与収入約440万円（所得300万円）　夫55歳、妻52歳の２人世帯　※軽減なし

　27年度保険料:439,330円

　28年度保険料:446,770円　7,440円の増額

１世帯あたりの保険料額
　国保加入者の所得、加入者数に保険料率を掛け、平等割額を加算することにより世帯の

保険料額が決まります。

※１　医療分…… 保険給付費（自己負担分を除く）に充てるためのもので、被保険者の皆さ
んに負担していただきます。

※２　支援分…… 後期高齢者（75歳以上の人）の医療費の一部を支援するもので、被保険者
の皆さんに負担していただきます。

※３　介護分…… 介護保険に要する費用に充てるためのもので、40歳以上64歳までの人（介
護保険の第２号被保険者）に負担していただきます。

●
国
民
健
康
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

　

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
均
等
割
額
と
平
等
割
額

を
軽
減
（
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
）
し
て
い
ま
す
。
軽
減
は
、

前
年
の
所
得
を
も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
な
い
人
も

申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
と
所
得
不
明
と
な
り

軽
減
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
を
拡
充
し
ま
す

５
割
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

　

軽
減
の
基
準
額
を
１
人
あ
た
り
26
万
円
か
ら
26
・
５
万
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額
を

拡
大
し
ま
す
。

２
割
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

　

軽
減
の
基
準
額
を
１
人
あ
た
り
47
万
円
か
ら
48
万
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
で
、
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額
を
拡
大

し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て

　

中
低
所
得
者
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険
料
の
上

限
額
に
つ
い
て
、
医
療
分
を
52
万
円
か
ら
54
万
円
に
、
支
援
分

を
17
万
円
か
ら
19
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
16
万
円
の
ま
ま
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
非
自
発
的
失
業
者
は
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

リ
ス
ト
ラ
な
ど
会
社
都
合
で
離
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
に
記

載
さ
れ
た
離
職
理
由
が
「
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、
34
」
の
い
ず
れ
か
で
、
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人
は
、

届
出
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
10
回
で
す

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
年
度
単
位
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
で

計
算
し
、
１
年
間
の
保
険
料
を
６
月
〜
翌
年
３
月
の
10
回
に
分

け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
人
は
、
公
的

年
金
か
ら
の
納
付
と
な
り
ま
す
。
納
付
方
法
は
６
月
中
旬
に
発

送
す
る
納
付
通
知
書
に
記
載
し
ま
す
。

●
納
付
通
知
書
は
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
ご
と
に
計
算
し
、
納
付
義
務
者
は

世
帯
主
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
計
算
対
象
と
な
る

の
は
国
保
加
入
者
の
み
で
す
。

●
平
成
28
年
度
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

　

移
行
さ
れ
る
世
帯
主
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

世
帯
主
が
75
歳
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す

る
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
中
止

し
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

長
浜
市
国
保
の
現
状

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
１
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増
加
は
、

保
険
料
の
引
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者
の
健
康
づ

く
り
支
援
や
特
定
健
診
の
受
診
促
進
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）

医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど
、
将
来
医
療
費
の
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

保
険
料
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
！

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
発
生
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
付
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
未
納
が
続
く
と
、
有
効
期
限
が
短
い
（
６
か
月
）

被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
納
が

あ
る
と
限
度
額
適
用
認
定
証
※
の
交
付
や
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※ 

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
と
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
自
己
負
担
分
が
高
額
療
養
費
の
限
度
額
ま

で
に
な
る
証
明
書
の
こ
と
で
す
。

H22 H23 H24 H25 H26 H27見込み

292,876円
296,945円 306,067円

321,760円

340,515円

358,930円

年度別１人あたり医療費の推移（一般被保険者分）

病院などで支払う
一部負担金

国や県からの
支出金など

『保険料』

医療費総額
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■第１次試験日　７月24日（日）
　※一般事務職（上級）【地方創生枠】のみ７月30日（土）、31日（日）のいずれか１日

■申込受付期限　６月24日（金）
■受験申込書の配布場所　市役所（本庁、北部振興局および支所）
　※市ホームページからダウンロードもできます。

★ 受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「○○職受験申込

書請求」と朱書きし、あて先を明記した返信用封筒（角形２号・120

円切手貼付）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市職員選考委員会〈人事課内〉

〒526－8501 八幡東町632

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職
（上級）

【一般枠】

15人程度 次のいずれかに該当する人
ア　平成元年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
イ　�平成７年４月２日以降に生まれた人で、大学※を卒業した人または平

成29年３月31日までに大学※を卒業する見込みの人

一般事務職
（上級）

【地方創生枠】

３人程度 次のいずれにも該当する人
ア　昭和56年４月２日以降に生まれた人で、大学※を卒業した人
イ　�民間企業や行政機関における職務経験を、平成28年５月31日までに

３年以上有する人

� 土木技術職
（上級）

【一般枠】

３人程度 次のいずれかに該当する人
ア　昭和61年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
イ　�平成７年４月２日以降に生まれた人で、大学※を卒業した人または平

成29年３月31日までに大学※を卒業する見込みの人

幼児教育職
【一般枠】

12人程度 次のいずれにも該当する人
ア　昭和52年４月２日以降に生まれた人
イ　�保育士の登録をした人(平成29年３月31日までに登録見込みの人を含

む）
ウ　�幼稚園教諭１種または２種の免許状を有する人（平成29年３月31日ま

でに取得する見込みの人を含む）

幼児教育職
【経験者枠】

８人程度 次のいずれにも該当する人
ア　昭和52年４月２日以降に生まれた人
イ　保育士の登録をした人
ウ　幼稚園教諭１種または２種の免許状を有する人
エ　�保育士または幼稚園教諭（講師）として通算２年以上（平成28年５月31

日現在）の職務経験がある人（公私立不問・臨時職員としての雇用期
間を含む）

※学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）をいいます。

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職
(上級) ３人程度 昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職
(上級) １人 昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

看護師 15人程度

昭和46年４月２日以降に生まれ、保健師助産師看護師法(昭和23年法律第
203号)による看護師免許有資格者もしくは平成29年７月末日までに同資格
取得見込みの人で、市内または近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出し
に容易に応じられ、交替勤務のできる人

市職員を募集します（平成29年４月１日採用予定）市立長浜病院職員を募集します（平成29年４月１日採用予定）

長浜市立湖北病院職員を募集します（平成29年４月１日採用予定）

問人事課（☎６５−６５０２）

「地方創生枠」を新設しました
　一般事務職（上級）に新たな採用枠【地方創生枠】を設け、従来型の試験方式による採用枠【一般枠】とは別に実

施します。※一般枠との併願不可。

　●従来の公務員試験対策（筆記試験対策）は必要ありません。

　● これまでの職務経験（３年以上）を活かし、子育て支援、少子化対策、観光振興など地方創生（地域活性化）

の取組みに貢献できる人を求めます。

　●プレゼンテーション試験で自分をPRできる、積極性と行動力のある人を求めます。

■第１次試験日　７月24日（日）　■申込受付期限　６月24日（金）　当日消印有効

■試験会場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダ

ウンロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「一般事務職受験

申込書請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号]（120円切手を貼付し

て宛先、郵便番号明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会

〈市立長浜病院事務局総務課内〉

〒526-8580 大戌亥町313

☎６８－２３２４（直通）

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会

〈長浜市立湖北病院事務局管理課内〉

〒529－0493 木之本町黒田1221

☎８２－６１４３（直通）

■第１次試験日　７月24日（日）　■申込受付期限　６月24日（金）　当日消印有効

■試験日　　第１回試験:７月23日（土）　　第２回試験:８月27日（土）　　第３回試験:９月24日（土）
■申込期限　第１回試験:７月15日（金）　　第２回試験:８月19日（金）　　第３回試験:９月16日（金）

〈各職種共通事項〉
■試験会場　長浜市立湖北病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダ

ウンロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「○○職受験申込

書請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号]（120円切手を貼付して宛

先、郵便番号明記）を同封して、右記まで送付してください。
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︿
昨
年
度
支
援
を
行
っ
た
取
組
﹀

①
早
崎
ビ
オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

　

早
崎
ビ
オ
ト
ー
プ
再
生
事
業
の
新
た
な
体
験

活
動
と
し
て
、
船
上
で
の
夜
間
観
察
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
早
崎
ビ
オ

ト
ー
プ
に
船
を
出

し
て
、
水
生
生
物

の
夜
の
行
動
等
を

観
察
し
ま
し
た
。

②
湖
北
野
鳥
の
会

　

野
鳥
観
察
を
通
し
て
環
境
保
全
を
考
え
よ
う

と
、
会
と
し
て
は
初
め
て
会
員
以
外
の
人
も
参

加
で
き
る
講
演
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

生
態
や
好
む
環
境

な
ど
の
講
演
を
通

し
、
環
境
保
全
や

生
物
多
様
性
の
重

要
性
に
つ
い
て
学

び
、
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
を
主
な
目
的
と
し
て
活
動
す
る
市

民
団
体
が
、
通
常
活
動
に
加
え
て
行
う
、
快
適

な
環
境
の
保
全
お
よ
び
創
出
を
目
的
に
し
た
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

︻
対　
　

象
︼

　

事
務
所
ま
た
は
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、

１
年
以
上
活
動
実
績
が
あ
る
市
民
活
動
団
体
等

︻
補 

助 

額
︼

　

対
象
事
業
費
の
２
／
３
以
内（
上
限
15
万
円
）

【
補
助
事
業
数
︼
２
件

︻
対
象
事
業
︼

　

快
適
な
環
境
を
保
全
・
創
造
す
る
事
業

︿
対
象
と
な
る
事
業
の
例
﹀

○
環
境
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
の
開
催

　

植
樹
な
ど
森
づ
く
り
活
動

○ 

希
少
な
生
物
の
保
護
等
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

事
業

○
地
域
の
景
観
づ
く
り
や
美
化
活
動　

な
ど

※ 

団
体
の
通
常
活
動
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
事
業

は
対
象
外
と
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

ご
存
じ
で
す
か　

行
政
相
談
委
員問

総
務
課
（
☎
６
５

－

６
５
０
３
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

環
境
保
全
活
動
団
体
を
支
援
し
ま
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

問
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
（
☎
０
７
７

－

５
２
２

－

４
６
７
３
）

　

人
権
施
策
推
進
課　
　
　
　
　

 

（
☎
６
５

－

６
５
６
０
）

滋
賀
県
狩
猟
免
許
試
験
・
更
新
案
内

問
滋
賀
県
自
然
環
境
保
全
課
（
☎
０
７
７

－

５
２
８

－

３
４
８
３
）

６
月
26
日（
日
）は
ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
（
例

え
ば
国
道
、
一
級
河
川
、
年
金
、
健
康
保
険
、

生
活
保
護
な
ど
）
に
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

お
持
ち
の
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

○ 

苦
情
や
要
望
が
あ
っ
て
も
、
役
所
の
窓
口

で
は
直
接
言
い
に
く
い
、
ど
こ
に
申
し
出

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時
は
、
行
政
相
談
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。

地域 相談委員 電話番号

長浜地区
小林喜八郎 ６２－７８９３
三浦　正司 ６２－２４３６

浅井地区 池澤　修也 ７６－０３８６
びわ地区 中川　博子 ７２－２３８７
虎姫地区 髙橋　和雄 ７３－３５６３
湖北地区 竹本　久隆 ７９－１３６３
高月地区 保積　豊年 ８５－２７９６
木之本地区 林　伊和男 ８２－４７１１
余呉地区 新堂　正春 ８６－２００６
西浅井地区 粟津　久子 ８９－００７５

相談は無料で、定例相談なども受け付けています。
詳しくは各地域の相談委員まで問い合わせください。

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
︵
各
施
設
と
も
︶

　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日　

７
月
24
日
（
日
）

■
狩
猟
免
許
試
験

　
《
試
験
日
程
》

　
（
年
３
回
、
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
）

︻
時　

間
︼

○
第
１
次
試
験
（
知
識
・
適
性
）

　

10
時
〜
12
時

○
第
２
次
試
験
（
技
能
）

　

13
時
〜
16
時
30
分

︻
会　

場
︼

　

滋
賀
県
立
大
学
（
彦
根
市
八
坂
町
）

︻
種　

類
︼

　

網
、
わ
な
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟

■
狩
猟
免
許
更
新
講
習
・
適
性
検
査

︻
日
時
・
会
場
︼

①
７
月
19
日
（
火
）
滋
賀
県
庁
東
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
津
市
京
町
）

②
８
月
22
日
（
月
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
福
寺
町
）

③
９
月
12
日
（
月
）
高
島
市
観
光
物
産
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
市
新
旭
町
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

︻
願
書
受
付
期
間
︼

①
６
月
27
日
（
月
）
〜
７
月
８
日
（
金
）

②
７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月
５
日
（
金
）

③
８
月
22
日
（
月
）
〜
９
月
５
日
（
月
）

■
免
許
試
験
・
更
新
の
願
書
︵
申
請
書
︶
の

　

配
布
・
受
付
場
所

滋
賀
県
湖
北
森
林
整
備
事
務
所
（
平
方
町
）

※
受
付
は
平
日
の
み
（
９
時
〜
17
時
）

※ 狩猟免許新規取得者には、講習会参加料、試験手数料等を対
象とした補助制度を設けています。詳しくは、市森林整備課
鳥獣害対策室（☎65－6526）までお願いします。

狩 猟 免 許 試 験 日 程

回 実施日 願書受付期間

第１回 ７月２日（土） ５月25日（水）～６月８日（水）

第２回 ９月２日（金） ７月25日（月）～８月５日（金）

第３回 11月20日（日） 10月12日（水）～10月26日（水）

狩
猟
免
許
の
予
備
講
習
会

問
一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
猟
友
会　

（
☎
０
７
７

－

５
２
５

－

７
３
０
４
）

︻
日　

時
︼

　

第
一
回　

６
月
26
日
（
日
）

　

第
二
回　

８
月
28
日
（
日
）

　

第
三
回　

11
月
13
日
（
日
）

　

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時

︻
会　

場
︼

　

滋
賀
県
林
業
会
館
（
大
津
市
に
お
の
浜
）

※
申
込
み
は
市
森
林
整
備
課
ま
で
。

　

 （
直
接
申
し
込
ん
だ
場
合
は
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）

　

市
と
し
て
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
土
地
利

用
や
道
路
・
公
園
な
ど
の
将
来
に
お
け
る
都
市

整
備
の
方
針
を
明
示
す
る
「
長
浜
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
間
︼

　

６
月
13
日
（
月
）
〜
７
月
13
日
（
水
）

︻
閲
覧
場
所
︼

　

都
市
計
画
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〈
東
館

１
階
〉、北
部
振
興
局
、各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

︻
提
出
方
法
︼

　

任
意
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）、

F
A
X
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
左
記

ま
で
。

提
出
先
・
問
合
せ
先

　

都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉

　

〒
５
２
６
│
８
５
０
１

　

八
幡
東
町
６
３
２

　

６
５
│
６
７
６
０

　

*tosh
ikei@

city.n
agah

am
a.lg.jp

　

大
津
地
方
法
務
局
と
滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
等
の
悩

み
ご
と
や
心
配
ご
と
、
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
と

で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
に

電
話
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

︻
期　
　

間
︼
６
月
27
日（
月
）〜
７
月
３
日（
日
）

︻
時　
　

間
︼
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
は
10
時
〜
17
時
）

︻
相
談
内
容
︼ い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ

る
問
題
に
つ
い
て

︻
相
談
担
当
者
︼法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員

※ 

こ
の
期
間
以
外
に
も
、
平
日
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局

職
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
　
の
　
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん

０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０
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一般競争入札により市有地を売却します

駅前通りの規制にご協力ください

問財産活用室（☎６５−１７１７）

問長浜土木事務所　道路計画課（☎６５−６６４１）

　都市計画課（☎６５－６５４１）

【物件の概要】

番号 所在地 地目 面積 予定価格（最低売却価格）

１ 長浜市長田町100番 宅地 264.12㎡ ２,３２４,０００円

２ 長浜市桜町字曲り田264番10 宅地 395.24㎡ ３,２７３,０００円

【入札日】７月６日（水）　13時30分～
【会　場】市役所本庁舎 ５－B会議室
　　　　　〈西館５階〉

【申込み】  申込書を６月22日（水）までに財産活用室〈東館４階〉へ。

　　　　 申込書は市ホームページからダウンロードできるほか、

担当課と北部振興局地域振興課、各支所にあります。

※ 申込資格や売却条件等の詳細については、市ホームページまた

は担当課まで。
【各物件の位置】

　駅前通りの歩道舗装の工事にともない、歩道およ

び車道規制を行いますので、皆様のご理解ご協力を

お願いします。

【と　き】 ６月１日（水）～平成29年２月下旬（予定）
【区　間】 元浜町交差点～高田町交差点

無
料
で
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課
（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
等
工
事
に
補
助
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課
（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
分
析
調
査
に
補
助
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課
（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

　

耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

︻
対
象
住
宅
︼

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の
住

宅① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
、
完

成
し
て
い
る
も
の

② 

延
べ
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
用
に
な
っ

て
い
る
も
の

③ 

階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
3
0
0

㎡
以
下
の
も
の

④ 

木
造
軸
組
工
法
の
も
の
（
枠
組
壁
工
法
、

丸
太
組
工
法
等
で
な
い
も
の
）

︻
対 

象 

者
︼

　

対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
す
る
人

︻
診
断
内
容
︼

　

県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診
断
員
が
、
主

に
目
視
で
診
断
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が
0.7

未
満
の
場
合
に
は
、
希
望
者
に
耐
震
改
修
の

概
算
費
用
の
算
出
を
行
い
ま
す
。

︻
予
定
棟
数
︼

　

28
棟
程
度
（
先
着
順
） 

︻
申
込
期
間
︼

　

６
月
１
日
（
水
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

︻
申
込
方
法
︼

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
送

で
左
記
ま
で
。

（
添
付
書
類
）

・
付
近
見
取
図

・ 

建
築
物
の
建
築
時
期
・
延
べ
面
積
の
わ
か

る
書
類
（
確
認
通
知
書
・
固
定
資
産
税
課

税
証
明
書
・
建
物
の
登
記
簿
の
い
ず
れ
か

の
写
し
）

※ 

申
込
用
紙
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

提
出
先

　
開
発
建
築
指
導
課
〈
東
館
２
階
〉

　
〒
５
２
６
│
８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

対
し
、
そ
の
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
工
事
と
併
せ
て
行
う
地
震
避

難
時
の
一
助
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
費
も
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

︻
対
象
住
宅
︼

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の
住

宅① 

耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
0.7
未
満

と
さ
れ
た
も
の

② 

市
が
行
う
「
無
料
耐
震
診
断
」（
上
記
参

照
）
の
対
象
と
な
る
も
の

︻
対 

象 

者
︼

　

対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、
次
の
要
件

を
満
た
す
人

①
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

② 

対
象
工
事
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
市
の
他

の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
人

︻
申
込
期
間
︼（
事
業
予
算
内
で
先
着
順
）

　

６
月
１
日
（
水
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

︻
申
込
方
法
︼

　

事
業
の
着
工
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
時
に
必
要
な
設
計
図
・
見
積
書

等
の
書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

補
助
を
受
け
る
に
は
、
滋
賀
県
講
習
会

修
了
者
名
簿

に
登
録
さ
れ

て
い
る
設
計

者
・
施
工
者

に
依
頼
す
る

必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

市
内
の
既
存
建
築
物
に
施
工
さ
れ
て
い
る

吹
き
付
け
建
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分
析
調

査
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
民
間
建

築
物
の
把
握
と
そ
の
除
去
を
促
進
し
、
市
民

の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

︻
申
込
期
間
︼
事
業
予
算
内
で
先
着
順

　

６
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
14
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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「長浜　ほっとにゅーす」 検索
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いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

4月23日（土）
できることから少しずつ
　市内の量販店３か所で熊本地震に対する街頭義援金活動が実
施されました。
　これは、長浜市のボランティアセンターが市内９つのボラン
ティア連絡協議会と共に実施したもので、小学６年生の男の子
も活動に参加し、募金を呼びかけました。
　多くの人が足を止め、「自分たちができることを」と被災地の
復興を願い、積極的に募金に応じていました。

４月23日（土）
科学の入口に立ちました
　長浜バイオ大学の町家キャンパスで「サイエンスカフェ」が
開催されました。
　長浜バイオ大学の４つの学生グループが主催して実施したも
ので、科学が好きな子どもたちや観光客らが訪れ賑わいました。
　参加した親子や子どもたちは、スライムづくりを楽しんだり、
レモンで電気が流れるしくみなどの説明を受けたりしながら、
科学の楽しさに触れました。

４月29日（金・祝）～５月５日（木・祝）
懐かしのキャラクターがお出迎え
　天気予報などで多くの人に親しまれた「ヤン坊マー坊」の展
覧会が、ヤンマーミュージアムで開催されました。
　数々のグッズを見ながら、「そういえばこれ家にあった」と懐
かしむ人、ヤン坊マー坊の愛くるさを新鮮に楽しむ子どもたち
で賑わい、世代を超えて楽しめる展覧会となりました。
　また、５月４日（水・祝）に来館者数が30万人を突破したのを
記念して、６月30日（木）までキャンペーンが催されています。

４月29日（金・祝）
心が熱くなる全力のプレー　
　長浜バイオ大学ドームで第66回目となる長浜ひょうたんボウ
ルが開催されました。
　日本で３番目に歴史があり、「春は長浜から」と言われるこの
大会。試合は、立命館大学パンサーズが同志社大学ワイルドロー
バーを30対７で下し、24大会連続優勝を決めました。
　同時開催の関西中学選手権では、西中学校、南中学校が出場。
スピード感あふれる力強いプレーで観客を魅了しました。

４月24日（日）
春の里山を満喫
　名越町の横山森林公園一帯で春の横山ピクニックが開催され
ました。
　竹の子やこしあぶら、たかのつめなどの野草摘みをし、市内
を一望できるビューポイントで眺望も楽しみました。
　里山を２時間程度歩いた後、山菜の天ぷらやおひたしなど春
の味覚に舌鼓。参加者からは「身近にこんな良い場所があると
は知らなかった。また来たい」との声が聞かれました。

５月４日（水・祝）
健やかな成長願うこいのぼり　大空に　
　高月町雨森の高時川堤防にたくさんのこいのぼりが飾られた
のにあわせ、「高月こいのぼりまつり」と「雨森こいのぼりマラ
ソン」が開催されました。
　約600mにわたって飾られた450匹のこいのぼりと、全長50mの
巨大こいのぼりが大空を泳ぐ中、フリーマーケットや様々な模
擬店が軒を連ねたほか、子どもたちに大人気のロードトレイン
も登場。親子連れらが楽しい時間を過ごしました。

４月24日（日）
華やかな演舞でシーズンイン
　JA北びわこ木之本支店駐車場で、よさこい春まつり「賤岳春
乱舞」が開催されました。
　12回目を数える今年は、県内外から18チームが参加。それぞ
れのチームの力強い演舞はもちろん、大旗演舞や総踊りなど見
どころが盛りだくさん。訪れた人々は、踊り手たちの切れのあ
るパフォーマンスと笑顔に魅了され、賞賛の拍手を送っていま
した。

５月14日（土）、15日（日）
湖北の魅力を楽しみながら元気にウォーク　
　
　初夏の湖北路を歩く人気イベント「びわ湖長浜ツーデーマー
チ」が２日間にわたり開催されました。24回目を数える今回は
県内外から３,４０７人が参加。
　美しい自然や街並み、歴史の名所などを巡るコース８コース
が用意され、参加者らは自然を堪能しながら、それぞれのペー
スでゴールをめざし、心地よい汗を流しました。
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市政の動き
（４月16日～５月15日）

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

４月19日(火)
第１回長浜市総合教育会議
担当課：総合政策課（☎６５－６５０５）

長浜学校給食センターを会場に、長浜市の学校給食の現状

や食育などについて事務局から説明を受け、意見交換を行

いました。また、給食センターの施設見学を行うとともに

学校給食を実食しました。

４月26日(火)
第１回長浜市都市計画審議会
担当課：都市計画課（☎６５－６５６２）

彦根長浜都市計画地区計画の決定および変更について、原

案に同意することを議決するとともに、都市計画マスター

プランの改定について、経過報告を受けました。

４月27日(水)
第15回ながはま０次予防コホート事業審査会
担当課：健康推進課（☎６５－７７７９）

事業計画および個別研究計画等が条例(ながはまルール)に

基づき、適切に実施されるかについて、京都大学大学院医

学研究科からの説明を受け、質疑応答、審査を行いました。

５月２日(月)
第１回長浜市空家等対策推進会議
担当課：建築住宅課（☎６５－６５３３）

空家等対策計画策定の報告を受けるとともに、空家等に関

する条例の最終案および特定空家等の基準の項目設定に

ついて意見交換を行いました。

住宅エコ改修に助成金を支給します 問建築住宅課（☎６５－６５３３）

　一定の省エネ性能を有する住宅エコ改修を行った住

宅の所有者に助成します。

【対象者】　 市内に住宅を所有し、居住している人

【対象工事】　 次に掲げる工事のうち、全体の工事費が30
万円以上で、市内に事業所、営業所を構え

る施工業者が行う工事。但し、長浜市の他

の住宅改修助成制度を利用する工事は対

象外。

（１）窓の断熱改修工事

（２）外壁、屋根・天井又は床の断熱改修工事

（３） 節水型トイレ・高断熱浴槽・太陽熱利用システム・

高効率給湯機・節湯水栓・燃料電池の設置工事　

【助成額】　 工事費10％相当額（上限７万５千円）

【申請時期】　 工事着工前（但し予算がなくなった時点で
終了）

【申請書類】市ホームページをご覧ください。

市長とお話ししませんか 問市民広報課（☎６５－６５０４）

　気軽な雰囲気の中で市長と意見交換ができる

「座ぶとん会議」を実施したい市民活動団体を募集

しています。

【対　象】　 市内で活動する団体
【募　集】　 随時
【申込み】　 日程等については、電話等で担当課まで

ご相談ください。

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い  

「
後
納
制
度
」

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月
か
ら
３
年
間
限
り
の
特
例

と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５

７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０
）
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
存
じ
で
す
か  

「
付
加
年
金
制
度
」

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
、

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ

ス
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

●
上
乗
せ
さ
れ
る
年
金
額(

年
額)

は

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
す

　

例
え
ば
、
10
年
間
付
加
年
金
を
支
払
う
と
、
合
計
４
万

８
千
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
額
は
、
毎
年
２
万

４
千
円
増
え
ま
す
。

　

付
加
年
金
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

年
金
手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
右
記
担
当
課
も

し
く
は
市
保
険
医
療
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
６
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
在
受
給
中
の
人
に
は
用
紙
等
を
黄
色
の
封
筒
に
入
れ

て
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類

と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
郵
送
す
る
書
面
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

︻
提
出
期
限
︼

　

６
月
30
日
（
木
）

︻
提
出
先
と
受
付
時
間
︼

○
市
役
所
本
庁
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム
２

　

平
日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

・
期
間
中
の
毎
週
木
曜
日
は
19
時
ま
で
延
長

　
　
（
６
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日
）

　

・
６
月
19
日
（
日
）
は
日
曜
窓
口
を
開
設

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課　

も
し
く
は
各
支
所

　

平
日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※ 

延
長
受
付
や
日
曜
窓
口
は
市
役
所
本
庁
多
目
的
ル
ー
ム

２
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

︻
対
象
者
︼　
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

① 

長
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
、
か
つ
受
診
日
時
点
で
75

歳
未
満
の
人

②
市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
人

③
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
人

④
今
年
度
の
０
次
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
人

︻
対
象
機
関
︼　 

長
浜
病
院
、湖
北
病
院
、長
浜
赤
十
字
病
院
、

彦
根
中
央
病
院
、友
仁
山
崎
病
院
、Ｋ
Ｋ
Ｃ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ひ
こ
ね
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

︻
助
成
内
容
︼　 

人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
・
１
泊
・
脳
ド
ッ
ク
）、

同
時
に
実
施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

︻
助
成
金
額
︼　 

受
診
費
用
の
１
／
２（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

上
限
２
０
，０
０
０
円

※
宿
泊
を
伴
う
場
合
は
、
上
限
２
５
，
０
０
０
円

︻
申
請
方
法
︼　 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
に
な

り
、左
記
窓
口
ま
で
。

※ 

必
ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
後
の
申
請

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

︻
受
付
期
間
︼　 

６
月
30
日（
木
）ま
で

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
早
く
締
め
切
り
ま
す
。

※ 

レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、
北
び
わ
こ
農
協
の
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健

診
に
つ
い
て
は
７
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
申
請
窓
口
︼　 

保
険
医
療
課〈
東
館
１
階
〉、北
部
振
興
局
福

祉
生
活
課
、各
支
所

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の 

 

提
出
月
で
す

問
子
育
て
支
援
課
（
☎
６
５

－
６
５
５
４
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
彦
根
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課 

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請
は
お
早
め
に

問
保
険
医
療
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）
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まつり行事等を募金で応援しよう
問長浜ふるさとまつり市民の会事務局（観光振興課内）（☎６５－６５２１）

固定資産評価替えにともなう
現地調査を実施します

問税務課（☎６５－６５２３）

親子でいい歯コンクール
問健康推進課（☎６５－７７５１）

　長浜ふるさとまつり市民の会(会長：西村辰士市

連合自治会長)では、市内各地で行われている市民

主体のまつり等を応援するため、自治会を通じて募

金の協力をお願いしています。寄せられた募金は、

各イベント開催費用の一部に活用いたします。皆さ

んのご協力をよろしくお願いします。

○長浜ふるさとまつり市民の会とは
　 　一年を通して、市内各地で行われるまつりなど

のイベントを全市をあげて盛りあげＰＲしてい

こうと、市連合自治会、各観光協会、商工会議所、

各商工会等で結成された市民団体です。

　平成30年度は３年に一度の固定資産評価替えの年

です。評価の均衡化・適正化・公平化を図るため、平成

28年６月から市内の道路状況の確認や幅員の計測、写

真撮影などの現地調査を実施します。市民の皆さんの

ご理解とご協力をお願いします。

　なお、調査員は市が発行する調査員証を携帯してい

ますので、不審に思われた場合は提示を求めるか、税

務課までお問合せください。

【対　象】　 市内在住で平成27年度３歳８か月児健診を
受診した、歯並びが良く、むし歯のない幼児

と保護者

【日　時】　 ６月19日(日)
【ところ】　 長浜文化芸術会館（大島町）
【定　員】　 25組（先着順）
【内　容】　 歯科医師が審査を行い、優秀者を選出し市

長表彰します。

【応募期限】　 ６月10日(金)までに電話で担当課まで。

本気で結婚をと考えている皆さん、
 ぜひ参加ください！

【と　き】　 ７月10日（日）　一部　10時～12時
　　　　　　　　　　　 二部　14時～16時　

【ところ】　 ピッコロボスコシエスタ（港町・グリーン
ホテルYes長浜みなと館８階）

【内　容】　 自己紹介、グループトーク、フリートーク、
カップリング発表など。

【定　員】　 一部・二部とも男女各８人
※定員を超えた場合は抽選。

【参加費】　 男性3,000円　女性2,000円
※参加確定後のキャンセルは負担金がかかります。

【参加資格】　 一部　男性：30～39歳までの独身の人 
二部　男性：40～49歳までの独身の人

※ 女性は、年齢制限なしの独身の人で、申込時に一部か二部を選択。

男性は長浜市・米原市在住または在勤とし、女性は地域を問わず。

【申込方法】　 ①住所②氏名③生年月日④性別⑤職業⑥婚
歴⑦連絡先を直接または電話、ＦＡＸ、郵送、

メールで下記まで。（平日８時30分～17時）

【受付期限】　 ６月29日（水）必着
※詳細は市のホームページにも掲載しています。
問・申 　 湖北地域農業センター 

（〒526－0065  公園町9－23） 

☎６２－４１４３　 ６２－４１４４ 

*kohoku-nougyou＠tree.odn.ne.jp

7/18(月・祝) 水とロマンの祭典 (湖北地域)
7/23(土) 長浜なつまつり (長浜地域)
7/24(日)～8/20(土) にしあざいの夏まつり (西浅井地域)
7/24(日) 夕涼み横丁 (木之本地域)
7/31(日) かわそサマーフェスティバル (余呉地域)
8/ 4(木) 長浜・北びわ湖大花火大会 (長浜地域)
8/22(月)～25(木) ふるさと夏まつり  木之本地蔵大縁日 (木之本地域)
8/25(木) ふるさと夏まつり  木之本大花火大会 (木之本地域)
9/ 3(土) 長浜・あざいあっぱれ祭り2016 (浅井地域)
9/24(土) 長浜ロードトレイン祭in BIWA (びわ地域)
10/ 2(日) 小谷城戦国まつり (湖北地域)
10/10(月・祝) 大道芸フェスタin虎御前 (虎姫地域)
10/16(日) 観音の里ふるさとまつり (高月地域)
12/17(土)～1/15(日) こほくイルミの広場 （湖北地域）

主催：湖北地区結婚相談員連絡会
本気の婚活ミニパーティー

①
精
神
保
健
福
祉
相
談

　

専
門
の
医
師
や
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

︻
と　

き
︼　 

月
１
回

︻
対　

象
︼　 

こ
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家
族

②
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

　

専
門
の
医
師
や
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

︻
と　

き
︼　 

原
則
第
４
火
曜
日（
３
月
は
第
３
火
曜
日
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

︻
対　

象
︼　 

ア
ル
コ
ー
ル
に
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家
族

③
ひ
き
こ
も
り
相
談

　

保
健
師
に
よ
る
事
前
面
接
後
、
必
要
に
応
じ
て
心
理
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

︻
と　

き
︼　 

原
則
第
４
月
曜
日　

10
時
〜
16
時

︻
対　

象
︼　 

お
お
む
ね
15
才
以
上
で
、対
人
関
係
や
社
会
か

ら
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
状
態
で
悩
む
、本
人
お

よ
び
そ
の
家
族

◆
①
〜
③
共
通

︻
と
こ
ろ
︼　 

長
浜
保
健
所（
平
方
町)

︻
申
込
み
︼　 

事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

　

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は
、
早
く
発
見
し
、
早
く
治
療
す
る

こ
と
で
負
担
の
少
な
い
治
療
で
す
み
、
が
ん
で
亡
く
な
る

危
険
も
減
り
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
が
ん
検
診
を
受
け
て

も
ら
い
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
ど
こ
で

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
る
か
な
ど
を
把
握
す
る
『
が
ん

検
診
受
診
意
向
調
査
』
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

︻
対　

象
︼　 

今
年
度
21
歳
、26
歳
、31
歳
、36
歳
の
女
性
お
よ

び
41
歳
、46
歳
、51
歳
、56
歳
、61
歳
の
男
性
・
女

性

︻
方　

法
︼　 

黄
色
の
封
筒
で
、５
月
中
旬
に
対
象
者
に
送
付

し
て
い
ま
す
。同
封
し
て
い
る
返
信
用
封
筒
で
、

調
査
票
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

市
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
全
戸
配
布
し
た

「
健
康
づ
く
り
日
程
表
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

―
６
月
４
日
は「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」

　
６
月
４
日
～
10
日
は「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す
―

　

市
の
幼
児
健
診
で
、「
野
菜
嫌
い
だ
か
ら
、野
菜
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
ま
せ
て
い
る
」、「
便
秘
気
味
だ
か
ら
、乳
酸
菌
飲
料

を
毎
日
飲
ま
せ
て
い
る
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。グ
ラ
フ

に
示
す
よ
う
に
、む
し
歯
の
な
い
子
は
あ
る
子
に
比
べ
て
、

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
割
合
が
低
く
、逆
に
お
茶
を
よ
く
飲
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

甘
い
飲
み
物
を
飲
む
と
、む
し
歯
の
原
因
と
な
る
細
菌
に

よ
っ
て「
酸
」が
発
生
し
歯
は
溶
か
さ
れ
ま
す
。毎
日
て
い
ね

い
に
歯
を
磨
い
た
と
し
て
も
、頻
繁
に
甘
い
飲
み
物
を
飲
ん

で
い
る
と
む
し
歯
に
な
る
可
能
性
は
高
ま
り
ま
す
の
で
、水

分
補
給
は
お
茶
や
水
に
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
受
診
意
向
調
査
に 

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－
７
７
５
９
）

長
浜
保
健
所
相
談
事
業
の
ご
案
内

歯
と
口
の
健
康
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
１
）

問
合
せ
・
申
込
み

　

長
浜
保
健
所　

地
域
保
健
福
祉
係

　
（
☎
６
５

－

６
６
１
０
）

健診くん

0% 20% 40% 60% 80% 100%

むし歯あり

むし歯なし

〈平成26年度  ３歳8か月児健診〉

ジュースを飲む頻度とむし歯の有無

よく飲む 時々飲む 飲まない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

むし歯あり

むし歯なし

お茶を飲む頻度とむし歯の有無

よく飲む あまり飲まない 飲まない
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６
月
は「
食
育
月
間
」

�
毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」で
す

　

食
育
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、様
々
な
経
験
を
通

じ
て「
食
」に
関
す
る
知
識
と「
食
」を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
育
て

る
こ
と
で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
に
必
要
な
こ
と
で
す
が
、特
に
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
、心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
こ
こ
ろ
と
体
を
養

い
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が「
食
」を
通
し
て
健
全
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
に
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
や
家
族
の
問
題
と
し
て
食

生
活
を
見
つ
め
な
お
し
、家
庭
、保
育
園
、認
定
子
ど
も
園
、

学
校
、地
域
が
協
力
し
合
っ
て
食
育
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

︻
と　

き
︼　 

７
月
３
日（
日
）13
時
30
分
〜

︻
と
こ
ろ
︼　 

長
浜
文
化
芸
術
会
館（
大
島
町
）

︻
内　

容
︼

第
１
部　

講
演
「
が
ん
に
な
っ
た
後
の
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
」

　
　
　
　

講
師　

キ
ャ
ン
サ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

　
　
　
　
　
　
　

桜
井　

な
お
み
氏
（
乳
が
ん
経
験
者
）

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

 

地
域
開
業
医
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
浜
、
社
会
保

険
労
務
士
会
、
行
政
、
市
立
長
浜
病
院
職
員

︻
対　

象
︼　 

ど
な
た
で
も

︻
定　

員
︼　 

３
０
０
人（
先
着
順
）

︻
参
加
費
︼　 

無
料

︻
申
込
み
︼　 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

問・申
市
立
長
浜
病
院
が
ん
対
策
推
進
室

　

☎
６
８

－

２
３
５
４　

６
５

－

２
７
３
０

　

*n
ch
-so
u
d
an
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
、医
療
関
係
者
と
が
互
い
の

思
い
を
語
り
合
う
お
茶
会
で
す
。初
め
て
の
人
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

︻
と　

き
︼　 

６
月
26
日（
日
）11
時
〜
14
時

︻
と
こ
ろ
︼　 

六
荘
公
民
館（
勝
町
）

︻
対　

象
︼　 

が
ん
患
者
さ
ん
お
よ
び
家
族
、医
療
関
係
者

︻
参
加
費
︼　 

５
０
０
円

︻
持
ち
物
︼　 

昼
食
、お
茶
菓
子
等（
１
人
分
を
目
安
に
持
ち
寄
り
）

︻
申
込
み
︼　 

６
月
24
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

問・申
市
立
長
浜
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
８

－

２
３
５
４　

６
５

－

２
７
３
０

　

*so
u
d
an
@
n
agah

am
a-h
p
.jp

が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

問
市
立
長
浜
病
院
が
ん
対
策
推
進
室 

（
☎
６
８

－

２
３
５
４
）

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
９
）

心
の
ケ
ア
を
考
え
る
会 

例
会
の
お
知
ら
せ

問
市
立
長
浜
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
８

－

２
３
５
４
）

うまみちゃん

桜井　なおみ 氏

ベジたん

バーデあざい(健康パークあざい)
65歳以上無料ご招待

【期　間】　 ６月１日(水)～30日(木) 
毎週火曜日定休

【対　象】　 市内在住の65歳以上の人
　　　　（昭和26年６月30日以前に生まれた人）
※ 「バーデあざい」の受付
で生年月日が確認できる
もの（運転免許証または保
険証）を提示してください。

※無料招待は１人１回です。

問 　 バーデあざい（☎７６－１１２６）

　

第
41
回
長
浜
市
芸
術
文
化
祭
に
参
加
す
る
事

業
を
募
集
し
ま
す
。参
加
事
業
は
作
成
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
掲
載
し
ま
す
。

︻
対
象
事
業
︼　 

美
術
、音
楽
、伝
統
芸
能
な
ど
、芸

術
文
化
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

で
、広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
市

内
開
催
の
事
業

︻
開
催
期
間
︼　 

９
月
１
日（
木
）〜 

12
月
31
日（
土
）

︻
申
込
み
︼　 

７
月
20
日（
水
）ま
で
に
、申
込
書

で
左
記
ま
で
。

※ 

開
催
要
項
、申
込
書
は
市
内
の
公
民
館
等
公
共

施
設
に
あ
り
ま
す
。

︻
募
集
作
品
︼　 

洋
画
・
写
真
・
工
芸
・
日
本
画
・
書
・
彫
刻

︻
出
品
資
格
︼　 

長
浜
・
米
原
市
に
在
住
、通
勤
、通
学

す
る
人
お
よ
び
同
市
出
身
の
学
生

（
高
校
生
以
上
）が
制
作
し
た
、未
発

表
の
創
作（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）作
品

︻
出
品
料
︼　 

１
点
に
つ
き
５
０
０
円

︻
出
品
点
数
︼　 

１
人
に
つ
き（
日
本
画
・
洋
画
・
書
）

１
点 

（
写
真
・
彫
刻
・
工
芸
）３
点
ま
で

︻
受
付
・
搬
入
︼　 

８
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）に
申

込
書
と
出
品
料
を
添
え
て
展
示
会

場
ま
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

開
催
要
項
、出
品
申
込
書
等
は
展
示
会
場
や
市

内
の
公
民
館
等
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。

︻
展
示
会
場
︼長
浜
文
化
芸
術
会
館（
大
島
町
）

︻
展
示
期
間
︼

●
第
１
期（
洋
画
・
日
本
画
）

　

９
月
３
日（
土
）〜
８
日（
木
）

●
第
２
期

　
（
写
真
・
書
・
彫
刻
・
工
芸
）

　

９
月
13
日（
火
）〜
18
日（
日
）

　

子
ど
も
た
ち
に
、舞
台
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、文
化
芸
術
と
の
感
動
の
出
会

い
を
届
け
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、地

元
の
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る「
あ
し
な
が
ほ
ほ
え
み
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

◆
応
募
で
き
る
公
演

　

浅
井
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
次

の
各
公
演

①
～
Ｌ
ｅ
ｆ
ａ
～
＆
小
林
未
奈
ラ
イ
ブ

　

公
演
日　
　

９
月
24
日（
土
）

　

申
込
期
限　

９
月
９
日（
金
）

②
愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

公
演
日　
　

10
月
２
日（
日
）

　

申
込
期
間　

 

８
月
２
日（
火
）〜 

９
月
16
日（
金
）

③
キ
ラ
キ
ラ
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

公
演
日　
　

12
月
３
日（
土
）　

　

申
込
期
間　

 

８
月
２
日（
火
）〜 

11
月
11
日（
金
）

︻
対　

象
︼　 

市
内
在
住
も
し
く
は
在
学

の
小
学
生
・
中
学
生

︻
応
募
方
法
︼

　

応
募
用
紙
を
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

直
接
左
記
ま
で
。応
募
用
紙
は
右
記
担

当
課
お
よ
び
左
記
に
あ
り
ま
す
。

︻
当
選
発
表
︼

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。抽
選
結
果
は
、各
締
め
切
り
後

の
近
日
中
に
、浅
井
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、応
募
用
紙
の「
お
申
込

み
番
号
」で
発
表
し
ま
す
。電
話
で
確

認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

公
演
の
３
日
前
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト

の
引
き
換
え
に
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※ 

公
演
当
日
の
引
き
換
え
は
で
き
ま

せ
ん
。

長
浜
市
芸
術
文
化
祭

参
加
事
業
募
集

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
５

－

８
７
８
７
）

長
浜
市
美
術
展
覧
会

出
展
作
品
募
集

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
５

－

８
７
８
７
）

コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
５

－

８
７
８
７
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
（
公
財
）
長
浜
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

　
〈
長
浜
文
化
芸
術
会
館
内
〉

　
（
☎
６
３

－

７
４
０
０
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
（
公
財
）
長
浜
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

　
〈
長
浜
文
化
芸
術
会
館
内
〉

　
（
☎
６
３

－

７
４
０
０
）

問
合
せ
・
申
込
み

　

浅
井
文
化
ホ
ー
ル

　

〒
５
２
６

－

０
２
４
４

　

内
保
町
２
５
０
０

　

☎
７
４

－

４
０
０
０

　

７
４

－

４
０
０
８
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 東

京
・
上
野
で

観
音
の
祈
り
の
文
化
を
発
信

　

緑
が
美
し
い
季
節
で
す
。

　

こ
の
時
節
は
各
種
団
体
の
総
会
の

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
先
般
、「
長

浜
市
連
合
自
治
会
」
の
定
例
総
会
が
浅

井
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
と

し
て
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
４
２
５
の

自
治
会
か
ら
新
し
い
自
治
会
長
が
出
席

さ
れ
、
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
の
行
政
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

に
は
、
各
自
治
会
と
し
っ
か
り
と
連
携

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
福
祉
の

充
実
や
活
性
化
に
は
、
自
治
会
や
地
域

づ
く
り
協
議
会
の
役
員
や
民
生
委
員
の

皆
さ
ん
の
活
発
な
活
動
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
市
は
古
く
か
ら
観
音
信

仰
が
篤
く
、
地
域
の
人
々
に
よ
り
守
ら

れ
て
き
た
観
音
様
が
１
３
０
を
超
え
て

点
在
す
る
「
観
音
の
里
」
で
す
。
古
く

は
奈
良
・
平
安
時
代
に
遡
る
も
の
も
多

く
、
戦
国
時
代
の
幾
多
の
戦
乱
の
た
び

に
、
村
人
が
観
音
様
を
川
や
田
に
埋
め

て
難
を
逃
れ
、
今
日
ま
で
大
切
に
守
り

継
い
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
住
む
人
々

の
信
仰
や
生
活
、
風
土
な
ど
と
深
く
結

び
つ
い
た
独
自
の
文
化
が
「
観
音
の
祈

り
の
文
化
」
で
あ
り
、
湖
北
・
長
浜
の

誇
り
で
す
。

　

２
０
１
４
年
３
月
に
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
で
開
催
し
た
「
観
音
の
里

の
祈
り
と
暮
ら
し
展
」
は
21
日
間
で

２
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
感
動
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、

日
本
の
文
化
の
拠
点
で
あ
る
東
京
・
上

野
の
不
忍
池
を
舞
台
に
、「
び
わ
湖
長
浜

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
を
設
置
。

〝
東
京
に
あ
る
、
長
浜
の
観
音
堂
〞
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
長
浜
の
〝
本

物
〞
の
観
音
様
と
出
会
い
、
長
浜
の
暮

ら
し
と
人
々
の
営
み
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
夏
も
、
一
昨
年
に
続
い
て
「
観
音

の
里
の
祈
り
と
暮
ら
し
展
Ⅱ
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
出
陳
に
ご
協
力
い
た
だ

く
地
域
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
と
し
ま

し
て
も
、
大
切
な
観
音
様
を
心
込
め
て

送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長
コラム◯71

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

▲びわ湖長浜 KANNON HOUSEで

家
庭
で
食
中
毒
を

お
こ
さ
な
い
た
め
に

　

今
回
は
、
夏
に
向
け
て
増
え
る

細
菌
性
食
中
毒
に
つ
い
て
、
家
庭

で
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
ま
す
。

１
﹁
食
べ
物
の
購
入
﹂

　

 　

生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
物
を
買

う
こ
と
、
そ
し
て
肉
や
魚
は
別
々

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
運
び

ま
す
。

２
﹁
家
庭
で
の
保
存
﹂

　

 　

冷
凍
や
冷
蔵
が
必
要
な
食
べ

物
は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
す
。

冷
蔵
庫
は
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

３
﹁
下
準
備
﹂

　

 　

野
菜
や
果
物
は
水
に
さ
ら
し

流
水
で
よ
く
洗
い
、
冷
凍
食
品

は
調
理
に
使
う
分
だ
け
電
子
レ

ン
ジ
等
で
急
速
解
凍
し
ま
す
。

ま
な
板
は
、
使
っ
た
後
す
ぐ
に

洗
浄
し
、
ふ
き
ん
等
は
清
潔
な

物
を
用
意
し
ま
す
。

４
﹁
調
理
中
﹂

　

 　

調
理
前
は
必
ず
手
を
洗
い
、

調
理
中
で
も
①
肉
、
野
菜
、
魚
、

卵
等
の
生
も
の
に
触
っ
た
後
、

②
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、
③
動

物
に
触
っ
た
後
、
④
鼻
を
か
ん

だ
時
な
ど
は
、
手
を
洗
い
ま
す
。

５
﹁
食
べ
る
と
き
﹂

　

 　

食
事
の
前
は
手
を
洗
い
、
料

理
は
す
ぐ
に
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
焼
き
肉
は
、
生
肉
用
と

焼
い
た
肉
用
の
箸
を
区
別
し
ま

す
。

６
﹁
残
っ
た
料
理
﹂

　

 　

残
り
物
は
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、

温
め
直
す
と
き
は
十
分
火
を
通

し
ま
す
。
時
間
が
経
ち
過
ぎ
て

い
た
り
、
少
し
で
も
怪
し
い
と

思
っ
た
ら
思
い
切
っ
て
捨
て
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
家

庭
で
の
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
食
中

毒
症
状
が
出
て
き
た
場
合
は
、
原

因
物
質
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
体

の
防
御
反
応
で
す
。
市
販
の
下
痢

止
め
な
ど
の
薬
を
む
や
み
に
服
用

し
な
い
よ
う
に
し
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、病院
施設や体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　

 （
☎
６
８
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

感染管理認定看護師
藤木　智美

市立病院通信‒◯‒62

浅井B&G海洋センタープールオープン

姉川の合戦史跡めぐりウォーキング参加者募集

近世城下町ふるさとまつり

【と　き】６月18日(土)～８月28日(日)
　　　　 ９時30分～16時20分
　●７月１日以降は18時～20時50分も開設します。
　●６月20・27日、７月４・11日は休館します。
　●50分毎に10分間の休憩を設けます。
【料　金】中学生以下100円　大人300円　60歳以上200円
　●３歳未満・付添人無料です。
　●60歳以上は身分証明書などで年齢確認を行います。
　●子ども用回数券(中学生以下)　500円(６枚綴り)
　●子ども用回数券は１シーズン限り有効とします。
　● 身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健
福祉手帳を提示した本人は半額となります。

【その他】
・利用者はスイミングキャップを着用してください。
・ 小学３年生以下のお子様のご利用は保護者または責
任者の付き添いが必要です。
・ ６月19日(日)は教室開催のため、11時30分からの開場
となります。

　織田・徳川連合軍と浅井・朝倉連合軍とが、姉川を挟んで壮絶な戦いを
繰り広げた『姉川の合戦』に由来する史跡を巡ってみませんか。

【と　き】６月26日(日) ９時30分集合
【ところ】ＪＲ河毛駅東口
【対　象】小学生以上
【参加料】1,000円(小中学生無料)
【定　員】100名
【申込み】　 申込書に氏名・住所・電話番号・年齢を記入し、６月14

日(火)までに郵送またはＦＡＸで担当課まで。申込用
紙は担当課にあります。

　近世城下町は、活気溢れる現代都市のルーツ。ここは若き秀吉の城下町。彼が描いた街の情熱と活気が今、ここ
によみがえる！

６月４日(土)
■長浜火縄銃大会
　　～種子島・堺・彦根・国友から～
　10時～11時(長浜城歴史博物館)
■武将パレード
　13時～16時(中心市街地一帯)
■近世城下町まちづくりサミット
　15時～18時(曳山博物館)

浅井B&G海洋センタープールオープン

姉川の合戦史跡めぐりウォーキング参加者募集

近世城下町ふるさとまつり

６月11日(土)　西友長浜楽市店駐車場
【受付時間】10時～12時、13時～15時30分　★400ｍL全血献血をお願いします。
※詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。(http://shiga.bc.jrc.or.jp/)

６月の長浜市民献血デーにご協力ください
問健康推進課（☎６５－７７７９）

問浅井B&G海洋センター
　(☎７４－３３５５）

問観光振興課（☎６５―６５２１）

問観光振興課(☎６５－６５２１)

６月５日(日)
■近世城下町まちづくりトークライブ

　10時～12時(曳山博物館)

両日開催
■城下町コンサート

　13時30分～15時30分(曳山博物館)

※両日とも

■楽市楽座

　４日13時～、５日10時～(中心市街地一帯)
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軍
師
官
兵
衛
の
黒
田
家
発
祥
の
地
と

し
て
知
ら
れ
る
集
落
に
、
観
音
寺
は
あ

り
ま
す
。
現
在
臨
済
宗
妙
心
寺
派
寺
院

で
、
在
所
の
名
前
か
ら
「
黒
田
観
音
寺
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
堂
の
厨
子
内
に
は

本
尊
伝
千
手
観
音
立
像
が
安
置
さ
れ
、

扉
が
開
く
と
そ
の
存
在
感
と
威
圧
感
に

圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

等
身
大
よ
り
も
や
や
大
き
い
２
ｍ
の

身
体
は
、
頭
部
か
ら
足
下
ま
で
一
本
の

ヒ
ノ
キ
材
か
ら
つ
く
ら
れ
、
干ひ

割わ

れ
防

止
の
た
め
背
中
か
ら
中
を
く
り
抜
い
て

板
で
ふ
た
を
し
ま
す
。
た
く
ま
し
い
上

半
身
に
は
胸
と
腹
の
く
び
れ
を
深
く
彫

り
込
み
、
18
本
の
太
い
腕
が
肘
を
曲
げ

て
複
雑
に
交
わ
り
な
が
ら
広
が
り
を
も

た
せ
て
い
ま
す
。
通
常
の
千
手
観
音
像

の
よ
う
に
腕
が
42
本
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
名
称
に
「
伝
」
が
付
き
ま
す
が
、

18
本
の
腕
を
も
つ
准
じ
ゅ
ん
て
い胝
観
音
と
し
て
つ

く
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

下
半
身
は
足
首
に
か
け
て
一
気
に
絞

り
込
み
、
太
く
柔
ら
か
い
衣
の
襞ひ
だ

や
皺し
わ

を
深
く
彫
り
込
み
、
衣
の
端
に
は
揺
ら

ぎ
を
も
た
せ
、
渦
巻
文
様
を
３
か
所
に

置
き
ま
す
。
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
背
面
は
、
衣
の
裾
を
後
ろ
に
引
い
て
、

ま
る
で
棚
の
よ
う
に
衣
の
襞
を
彫
り
込

み
ま
す
。
奈
良
時
代
に
土
や
漆
を
用
い

る
技
法
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
深
く
て

柔
軟
な
衣
の
表
現
を
、
木
に
置
き
換
え

て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
彫
刻
の

技
術
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

下
半
身
の
衣
の
折
り
畳
み
方
や
、
両

膝
の
間
に
渦
巻
文
様
を
置
く
と
こ
ろ
な

ど
、
８
１
８
年
頃
の
作
で
あ
る
京
都
・

広こ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

の
不ふ

空く

羂け
ん

索じ
ゃ
く

観
音
立
像
を
彷
彿

と
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
両
肩
か
ら
懸
け

る
衣
を
別
に
つ
く
る
と
こ
ろ
も
、
広
隆

寺
像
や
川
道
町
・
千せ
ん

手じ
ゅ

院い
ん

の
千
手
観
音

立
像
（
御ご

代だ
い

仏ふ
つ

・
重
要
文
化
財
）、
木

之
本
町
古
橋
・
鶏
足
寺
の
菩ぼ

薩さ
つ

形ぎ
ょ
う

立
像

（
魚ぎ
ょ

籃ら
ん

観
音
・
滋
賀
県
指
定
文
化
財
）
と

同
様
で
す
。
衣
を
別
に
つ
く
っ
て
着
せ

る
や
り
方
は
、
何
ら
か
の
共
通
の
影
響
、

環
境
の
も
と
で
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
卵
形
の
顔
に
目
尻
を
上
げ

た
表
情
は
厳
し
く
、
後
世
の
補
修
と
墨

書
き
に
よ
っ
て
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
菩
薩
像
に
性
別
は
な
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
多
く
が
慈
愛
の
女
性
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

こ
の
像
か
ら
は
男
性
的
な
力
強
さ
で
人

び
と
を
す
く
い
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
な

印
象
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
平
安
時
代
前

期
（
９
世
紀
半
ば
）
の
作
で
す
。

　

通
常
は
堂
内
で
の
参
拝
の
み
可
能
で
、

厨
子
の
外
に
出
て
調
査
さ
れ
る
こ
と
す

ら
も
希
で
あ
っ
た
門
外
不
出
の
本
像
が
、

こ
の
７
月
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館

に
お
出
ま
し
に
な
り
ま
す
。
空
前
絶
後

の
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
と
も
会
場
で
そ

の
姿
を
刮
目
し
て
く
だ
さ
い
。

シリーズ○ 

※平成27年７月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。
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重要文化財

木造伝千手観音立像（観音寺）
指定日 　大正15年４月19日指定
所在地 　木之本町黒田

問

歴
史
遺
産
課

　

 

（
☎
６
５
‐
６
５
１
０
）

◀
木
造
伝
千
手
観
音
立
像（
正
面
・
持
物
）

▲左斜後より

▲下半身

【日　程】７月５日～26日　毎週火曜日(全４回)
【場　所】浅井B&G海洋センター　プール
【対　象】一般 【時　間】９時～10時
【受講料】2,000円(全４回) 【定　員】20人(先着順)
【申込み】６月４日(土)から受講料を添えて直接下記まで。(電話予約可)

問・申 長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター　(☎７４－３３５５)

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

人形浄瑠璃「冨田人形」-夏公演-

関西フィルハーモニー管弦楽団　リラックスコンサート in 長浜

記事広告

　百数十年の伝統を誇る人形浄瑠璃を、ぜひお楽しみください。海外からの留学生も出演します。

【と　き】７月31日(日) 13時30分開演(13時開場)
【ところ】びわ文化学習センター(リュートプラザ)
【演　目】三番叟、日高川入相花王、東海道中膝栗毛、伊達娘恋緋鹿子
【入場料】一般発売　1,000円(当日券1,200円)
 夏・秋通し券　1,500円

 ※発売は５月28日(土)、高校生以下無料。

【販売所】長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、長浜サンパレス　ほか

問 長浜文化芸術会館（☎６３－７４００）

　～夏の夕暮れの一時、リラックス空間へのいざない～

　毎年恒例、チケット完売の人気事業。お早めにお求めください！

【日　時】８月７日(日) 17時開演(16時開場)
 ※ウェルカムコンサートは16時20分～

【会　場】長浜文化芸術会館(大島町)
【曲　目】第１部　フィガロの結婚(モーツァルト)、タイスの瞑想曲(マスネ)
 　　　　NHK大河ドラマ「真田丸」テーマ曲(服部隆之)

 　　　　歌劇「タンホイザー」序曲(ワーグナー)　ほか　

 第２部  交響曲第１番 ハ短調 op.68(ブラームス)  

【入場料】全席指定席  4,000円   
 ※ 一般発売６月４日(土)10時～、友の会優先発売５月28日(土)10時～ 

未就学児は入場不可

【発売所】長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、長浜サンパレス ほか

問 長浜文化芸術会館（☎６３－７４００）

平成28年度　友の会 会員募集中
　友の会に入会し、多彩で優れた舞台芸術や文化講座、スポーツイベントに参加しませんか。

【年 会 費】1,000円　　【有効期間】平成29年３月31日まで
【会員特典】①前売券の優先購入②イベントチラシの送付③助成券の発行(500円を２枚)
　　　　　 ※その他、詳細は問い合わせください。

問 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団 友の会事務局〈長浜文化芸術会館内〉(☎６３－７４００)

アクアウォーキング教室　受講生募集

水の抵抗により
効果的な全身運動が
期待できます

血液の循環も良くなり
心身のリフレッシュに

最適です浮力により、
膝や腰への負担が
軽減されます

(ｃ)森口ミツル

(c)HIKAWA
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情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

不用品交換情報（5月17日現在）
◆ください（無料）
○子ども用鉄棒○洋画ビデオテー
プ○大型スチール棚○大型電動ミ
シン○バッティングネット○ベ
ビーカー○乳母車○バスケット
ゴール○布団乾燥機○大人用三輪
車○自転車後部席用チャイルド
シート○体育館シューズ○電動ア
シスト自転車○ぶら下がり健康器
○踊り用扇子○自動洗濯機○ねこ
のペットタワー○ガスレンジ（プロ
パン）
◆あげます（無料）
○事務机○ベビーベッド○サイド
ボード○盆栽用の鉢○小型扇風機

※現物は保管していません。

※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

６月の税・料
市県民税　　　　　　　前納１期 
国民健康保険料　　　　前納１期
介護保険料　　　　　　１期

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

有料広告欄

長浜米原休日急患診療所
６・７月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ６月５日、12日、19日、26日
　　　　 ７月３日、10日、17日、
　　　　18日、24日、31日
【診療時間】　 ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　 ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないよう
ご注意ください。
※ 受診時は保険証・お薬手帳・母子
健康手帳（乳幼児の場合）をお忘
れなく。
※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12
月30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 ６月18日（土）12時～16時
　　　　７月７日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

催　し
◆ 特別陳列「湖北の仏画―浅井
のほとけたち─」

湖北の仏教文化とそこに暮らした人々
の心を知る特別展です。
【と　き】６月７日（火）～７月３日（日）
【ところ】浅井歴史民俗資料館（大依町）
【入館料】 大人300円、小中学生150円
　　　　（長浜・米原市の小中学生は無料）
※ 月曜日、祝日の翌日は休館
問浅井歴史民俗資料館（☎７４－０１０１）

◆長浜ギター・マンドリンアンサンブル
　第27回定期演奏会
【と　き】６月12日（日）14時開演
　　　　　（13時30分開場）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【入場料】無料
【曲　目】 ブラームスの子守唄、涙のトッ

カータ、小交響曲「マンドリン
の群れ」ほか（３部構成）

問 アンサンブル国友
　（☎０９０－９０４５－８３２３）

◆とんてんかんin鍛冶屋2016
鍛冶で栄えたまち「鍛冶屋町」。鍛冶体
験やワークショップ、音楽ライブ、マー
ケット、冒険遊び場など楽しい催しが
盛りだくさん。
【と　き】６月18日（土）10時～17時
　　　　　　19日（日）10時～16時
【ところ】 坐外堂、まんよ鍛冶小屋（鍛冶

屋町）
○300人プロジェクト参加者募集!
とんてんかんin鍛冶屋で、鉄作家と一
緒に「長浜」をイメージした作品を作
り、市美術展に出品しませんか。
【と　き】６月18日（土）、19日（日）
　　　　①10時②11時③12時④13時
　　　　⑤14時⑥15時
【参加費】 500円（小学３年生未満は保護

者同伴）

【申込み】 ①住所②氏名③年齢④電話番
号⑤メールアドレス⑥保護者
名⑦参加希望日・時間（第２希
望まで）を、メールで下記ま
で。

問・申とんてんかん実行委員会

　　*tontenkan.k@gmail.com

◆湖北口腔保健フェスティバル
お口の健康について学びましょう!
【と　き】６月19日（日）10時～16時
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【内　容】 ポスター展、フッ化物塗布（無

料）、歯磨き個別指導、石こう
模型の色ぬり、クイズなど

問湖北歯科医師会事務局
　（☎６２－３０２０）

◆地域医療福祉フォーラム2016
地域で元気に暮らすために私たちにで
きることを考えます。
【と　き】７月２日（土）13時受付開始
　　　　13時30分～16時30分
【ところ】滋賀県立文化産業交流会館
　　　　（米原市下多良）
【対　象】どなたでも
【定　員】200人
【入場料】無料
【内　容】①地域の活動報告
　　　　　 みんなの家EH　伊賀並正

信氏、野一色みまもりたい
西堀正次氏、（一財）湖北水
源の郷づくり　白石香織氏

　　　　②米原中学校吹奏楽部演奏
　　　　③ 基調講演『ふくしあの紹介

と地域包括ケアについて』
　　　　　 米原市地域包括医療福祉セ

ンター「ふくしあ」センター
長　中村泰之　医師

【申込み】 ６月20日（月）までに電話また
はFAXで下記まで。

※ 手話通訳をご利用の場合は、座席を
用意します。

問・申長浜米原地域医療支援センター
　　（☎/ ６５－２７５５）

講座・教室
◆市民交流センターふれあい講座
　キャンドルホルダー作り体験
幻想的でエキゾチックなトルコラン
プ。鮮やかな色彩で輝くキャンドルホ
ルダーをつくります。
【と　き】６月18日（土）10時～12時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】 ジェネロスハーツ㈱
　　　　澤　信代氏
【定　員】20人（先着順・小学生以上）
【受講料】2,700円（材料費込）
【申込み】 ６月13日（月）までに受講料を

添えて下記まで。
問・申長浜市民交流センター
　　（☎６５－３３６６）

◆ふな寿しの漬け方教室
【と　き】６月25日（土）14時～15時30分
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【講　師】世森伸吾氏ほか
【対　象】長浜・米原市内在住の人
【定　員】20人（初めての人優先）
※応募多数の場合抽選。
【負担金】2,500円（当日徴収）
【申込み】 ６月２日（木）～９日（木）に電

話またはメールで下記まで。
問・申長浜地方卸売市場
　　（☎６３－４０００）
　　*nagasijo@mx.bw.dream.jp

◆子育て支援講習会
【と　き】７月９日（土）10時～11時30分
【ところ】長浜赤十字病院（宮前町）
【内　容】 子どもの救命処置 予防と手当
【講　師】赤十字幼児安全法指導員
【対　象】 乳幼児を育児中の両親および

家族
【定　員】50人程度
【参加費】無料
【申込み】 ７月１日（金）までに電話で下

記まで。
※託児あり（要申込）
問・申長浜赤十字病院　社会課
　　（☎６３－２１１１）

◆介護職員初任者研修
【と　き】 ８月22日（月）～12月21日（水）

のうち24日間
【ところ】 特別養護老人ホーム　アンタ

レスなど
【対象者】研修の全課程を受講できる人
【定　員】 40人（応募者多数の場合は選考）
【受講料】 43,200円（テキスト代、消費税込）
【募集期限】８月18日（木）
【申込み】電話で下記まで。
問・申社会福祉法人青祥会本部
　　（☎６８－４１１４）

募　集
◆ 市民ソフトボール大会参加
チーム募集

トーナメント方式の大会です。
【と　き】６月26日（日）８時30分～
　　　　　※雨天時は７月３日（日）
【ところ】神照運動公園（神照町）
【参加費】１チーム6,000円
【申込み】 ６月17日（金）までに下記まで。
問・申長浜市ソフトボール協会　髙森
　（☎６２－４１８１/ ６２－４１８４）

◆文部科学大臣杯
　小・中学校将棋団体戦滋賀県大会
【と　き】６月26日（日）10時～
　　　　（９時受付開始）
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【資　格】 県内の小・中学校で、同一校に

在学する生徒３人で編成され
たチーム。同一校からの参加
チーム数に制限はありません。

【対局方法】 予選リーグ、決勝トーナメント
【参加費】500円/人
【申込み】６月20日（月）までに①学校名

②選手氏名（３名）③学年④年
齢⑤保護者代表の連絡先⑥弁
当注文有無をFAXまたはメー
ルで下記まで。

※ 昼食が必要な人は事前申込、別途500円。
※ 優勝チームは７月25日（月）開催予定
の西日本大会に出場いただきます。

問・申日本将棋連盟長浜支部　日比野
　　（☎090－8578－2543/ 63－1788）
　　*xiv-s1957-01.18_@docomo.ne.jp

◆ 国家公務員採用一般職試験
（高卒者）

【試験区分】 事務、技術、農業土木、林業
【対　象】 ①平成28年４月１日において

高等学校または中等教育学校
を卒業した日の翌日から起算
して２年を経過していない人
および平成29年３月までにこ

れらを卒業見込みの人。②人
事院が①に掲げる人に準ずる
と認める人。

【申込期間】 インターネット６月20日（月）
～29日（水）

※ 郵送・持参は６月22日（水）まで。消印有効。
【試験日】９月４日（日）
【会　場】京都市、大阪市ほか
※ 詳しくはホームページ「国家公務員
試験採用情報NAVI」で。

問人事院近畿事務局
　（☎０６－４７９６－２１９１）

結婚相談
【長浜地域】６月23日（木）18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】６月24日（金）18時～20時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】６月24日（金）19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】６月24日（金）18時～20時

虎姫公民館（田町）
【湖北地域】６月16日（木）18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】６月８日（水）13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】６月16日（木）15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】６月25日（土）10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】６月15日（水）13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で検索
またはＱＲコード
※ いずれの会場も提供でき
る情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年で
す。再登録を希望する人は、各会場
で申請をお願いします。
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情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

不用品交換情報（5月17日現在）
◆ください（無料）
○子ども用鉄棒○洋画ビデオテー
プ○大型スチール棚○大型電動ミ
シン○バッティングネット○ベ
ビーカー○乳母車○バスケット
ゴール○布団乾燥機○大人用三輪
車○自転車後部席用チャイルド
シート○体育館シューズ○電動ア
シスト自転車○ぶら下がり健康器
○踊り用扇子○自動洗濯機○ねこ
のペットタワー○ガスレンジ（プロ
パン）
◆あげます（無料）
○事務机○ベビーベッド○サイド
ボード○盆栽用の鉢○小型扇風機

※現物は保管していません。

※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

６月の税・料
市県民税　　　　　　　前納１期 
国民健康保険料　　　　前納１期
介護保険料　　　　　　１期

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

有料広告欄

長浜米原休日急患診療所
６・７月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ６月５日、12日、19日、26日
　　　　 ７月３日、10日、17日、
　　　　18日、24日、31日
【診療時間】　 ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　 ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないよう
ご注意ください。
※ 受診時は保険証・お薬手帳・母子
健康手帳（乳幼児の場合）をお忘
れなく。
※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12
月30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 ６月18日（土）12時～16時
　　　　７月７日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

催　し
◆ 特別陳列「湖北の仏画―浅井
のほとけたち─」

湖北の仏教文化とそこに暮らした人々
の心を知る特別展です。
【と　き】６月７日（火）～７月３日（日）
【ところ】浅井歴史民俗資料館（大依町）
【入館料】 大人300円、小中学生150円
　　　　（長浜・米原市の小中学生は無料）
※ 月曜日、祝日の翌日は休館
問浅井歴史民俗資料館（☎７４－０１０１）

◆長浜ギター・マンドリンアンサンブル
　第27回定期演奏会
【と　き】６月12日（日）14時開演
　　　　　（13時30分開場）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【入場料】無料
【曲　目】 ブラームスの子守唄、涙のトッ

カータ、小交響曲「マンドリン
の群れ」ほか（３部構成）

問 アンサンブル国友
　（☎０９０－９０４５－８３２３）

◆とんてんかんin鍛冶屋2016
鍛冶で栄えたまち「鍛冶屋町」。鍛冶体
験やワークショップ、音楽ライブ、マー
ケット、冒険遊び場など楽しい催しが
盛りだくさん。
【と　き】６月18日（土）10時～17時
　　　　　　19日（日）10時～16時
【ところ】 坐外堂、まんよ鍛冶小屋（鍛冶

屋町）
○300人プロジェクト参加者募集!
とんてんかんin鍛冶屋で、鉄作家と一
緒に「長浜」をイメージした作品を作
り、市美術展に出品しませんか。
【と　き】６月18日（土）、19日（日）
　　　　①10時②11時③12時④13時
　　　　⑤14時⑥15時
【参加費】 500円（小学３年生未満は保護

者同伴）

【申込み】 ①住所②氏名③年齢④電話番
号⑤メールアドレス⑥保護者
名⑦参加希望日・時間（第２希
望まで）を、メールで下記ま
で。

問・申とんてんかん実行委員会

　　*tontenkan.k@gmail.com

◆湖北口腔保健フェスティバル
お口の健康について学びましょう!
【と　き】６月19日（日）10時～16時
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【内　容】 ポスター展、フッ化物塗布（無

料）、歯磨き個別指導、石こう
模型の色ぬり、クイズなど

問湖北歯科医師会事務局
　（☎６２－３０２０）

◆地域医療福祉フォーラム2016
地域で元気に暮らすために私たちにで
きることを考えます。
【と　き】７月２日（土）13時受付開始
　　　　13時30分～16時30分
【ところ】滋賀県立文化産業交流会館
　　　　（米原市下多良）
【対　象】どなたでも
【定　員】200人
【入場料】無料
【内　容】①地域の活動報告
　　　　　 みんなの家EH　伊賀並正

信氏、野一色みまもりたい
西堀正次氏、（一財）湖北水
源の郷づくり　白石香織氏

　　　　②米原中学校吹奏楽部演奏
　　　　③ 基調講演『ふくしあの紹介

と地域包括ケアについて』
　　　　　 米原市地域包括医療福祉セ

ンター「ふくしあ」センター
長　中村泰之　医師

【申込み】 ６月20日（月）までに電話また
はFAXで下記まで。

※ 手話通訳をご利用の場合は、座席を
用意します。

問・申長浜米原地域医療支援センター
　　（☎/ ６５－２７５５）

講座・教室
◆市民交流センターふれあい講座
　キャンドルホルダー作り体験
幻想的でエキゾチックなトルコラン
プ。鮮やかな色彩で輝くキャンドルホ
ルダーをつくります。
【と　き】６月18日（土）10時～12時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】 ジェネロスハーツ㈱
　　　　澤　信代氏
【定　員】20人（先着順・小学生以上）
【受講料】2,700円（材料費込）
【申込み】 ６月13日（月）までに受講料を

添えて下記まで。
問・申長浜市民交流センター
　　（☎６５－３３６６）

◆ふな寿しの漬け方教室
【と　き】６月25日（土）14時～15時30分
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【講　師】世森伸吾氏ほか
【対　象】長浜・米原市内在住の人
【定　員】20人（初めての人優先）
※応募多数の場合抽選。
【負担金】2,500円（当日徴収）
【申込み】 ６月２日（木）～９日（木）に電

話またはメールで下記まで。
問・申長浜地方卸売市場
　　（☎６３－４０００）
　　*nagasijo@mx.bw.dream.jp

◆子育て支援講習会
【と　き】７月９日（土）10時～11時30分
【ところ】長浜赤十字病院（宮前町）
【内　容】 子どもの救命処置 予防と手当
【講　師】赤十字幼児安全法指導員
【対　象】 乳幼児を育児中の両親および

家族
【定　員】50人程度
【参加費】無料
【申込み】 ７月１日（金）までに電話で下

記まで。
※託児あり（要申込）
問・申長浜赤十字病院　社会課
　　（☎６３－２１１１）

◆介護職員初任者研修
【と　き】 ８月22日（月）～12月21日（水）

のうち24日間
【ところ】 特別養護老人ホーム　アンタ

レスなど
【対象者】研修の全課程を受講できる人
【定　員】 40人（応募者多数の場合は選考）
【受講料】 43,200円（テキスト代、消費税込）
【募集期限】８月18日（木）
【申込み】電話で下記まで。
問・申社会福祉法人青祥会本部
　　（☎６８－４１１４）

募　集
◆ 市民ソフトボール大会参加
チーム募集

トーナメント方式の大会です。
【と　き】６月26日（日）８時30分～
　　　　　※雨天時は７月３日（日）
【ところ】神照運動公園（神照町）
【参加費】１チーム6,000円
【申込み】 ６月17日（金）までに下記まで。
問・申長浜市ソフトボール協会　髙森
　（☎６２－４１８１/ ６２－４１８４）

◆文部科学大臣杯
　小・中学校将棋団体戦滋賀県大会
【と　き】６月26日（日）10時～
　　　　（９時受付開始）
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【資　格】 県内の小・中学校で、同一校に

在学する生徒３人で編成され
たチーム。同一校からの参加
チーム数に制限はありません。

【対局方法】 予選リーグ、決勝トーナメント
【参加費】500円/人
【申込み】６月20日（月）までに①学校名

②選手氏名（３名）③学年④年
齢⑤保護者代表の連絡先⑥弁
当注文有無をFAXまたはメー
ルで下記まで。

※ 昼食が必要な人は事前申込、別途500円。
※ 優勝チームは７月25日（月）開催予定
の西日本大会に出場いただきます。

問・申日本将棋連盟長浜支部　日比野
　　（☎090－8578－2543/ 63－1788）
　　*xiv-s1957-01.18_@docomo.ne.jp

◆ 国家公務員採用一般職試験
（高卒者）

【試験区分】 事務、技術、農業土木、林業
【対　象】 ①平成28年４月１日において

高等学校または中等教育学校
を卒業した日の翌日から起算
して２年を経過していない人
および平成29年３月までにこ

れらを卒業見込みの人。②人
事院が①に掲げる人に準ずる
と認める人。

【申込期間】 インターネット６月20日（月）
～29日（水）

※ 郵送・持参は６月22日（水）まで。消印有効。
【試験日】９月４日（日）
【会　場】京都市、大阪市ほか
※ 詳しくはホームページ「国家公務員
試験採用情報NAVI」で。

問人事院近畿事務局
　（☎０６－４７９６－２１９１）

結婚相談
【長浜地域】６月23日（木）18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】６月24日（金）18時～20時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】６月24日（金）19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】６月24日（金）18時～20時

虎姫公民館（田町）
【湖北地域】６月16日（木）18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】６月８日（水）13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】６月16日（木）15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】６月25日（土）10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】６月15日（水）13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で検索
またはＱＲコード
※ いずれの会場も提供でき
る情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年で
す。再登録を希望する人は、各会場
で申請をお願いします。
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まちの
人口

平成28年５月１日現在   人口 120,497人   男 58,907人   女 61,590人   世帯数 44,816世帯

平成28年４月中の異動   転入 305人   転出 346人   出生 58人   死亡 115人   婚姻 36件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所：長浜バイオ大学ドーム

立命館大学アメリカンフットボール部監督

米倉　輝さん（南高田町）
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たくちゃん１才のお誕生日おめでとう♡

これからも元気いっぱい育ってね♡

２人のお兄ちゃんに負けるな!!!

優しいにぃにといつも元気なふたご姉妹。

パパとママの宝物です♡

これからも仲良く元気に大きくなってね！
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自分で考え
　　行動できる人を
　　　　育て残したい

　ひょうたんボウルのベンチで、鋭い
眼光で戦況を見守る米倉さん。「学生た
ちが自分で考えてプレーすることが、
最も大事」と話します。
　自身も、大学時代はアメリカンフッ
トボールの選手。身体の大きさを見込
まれて勧誘されたことがきっかけで入
部しましたが、練習が厳しく、幾度と
なくやめようと思ったそうです。しか
し、持ち前の粘り強さで努力を積み重
ね、試合に出場するうちにその面白さ
にのめり込むようになりました。
　「学生たちには、アメフトだけを学ぶ
のではなく、競技から離れても、社会
人として活躍できる人材になってほし
い」と話しますが、勝負を二の次とは
決して考えていないそうです。「勝利と

いう目標を成し遂げた学生の顔はやは
り素晴らしい。みんなにその成功体験
をしてほしい」と力強く語ります。
　指導方法はシンプルで、あまり口出
しをせず、選手自身が考えることの大
切さを教えるよう、普段から心がけて
いるそう。「アメフトは、刻々と変わる
状況の中、選手がどうすればよいかを
自分で考えてプレーし、その戦略が上
回った方が勝つスポーツ。試行錯誤の
上、たどり着いたスタイル」と語る独
自の指導法で、2015年には大学日本一
を勝ち取りました。
　自分自身を育ててくれたアメフトに
対する思いは強く、競技人口を増やし
発展させたいと考える米倉さん。次代
のアメフトを担う“人”が育ってくれる

ことが何よりの喜びだと語ります。「今
までやってきてよかったと一番感じた
のは、指導してきた選手が、中学校や
高校の顧問として指導者になってくれ
たこと」。
　三重県出身の米倉さんにとって長浜
市は、「琵琶湖畔の自然が豊かで町並み
も美しいまち」と好印象。そして何より、
全国でも珍しいアメフト熱のある地域
に自分が住んでいることに、ただなら
ぬ縁を感じるそうです。小さいころか
らアメフトに触れることは、基本的な
技術が身に付くだけでなく、勝負勘が
重要なこのスポーツにとってすごく大
切なこと。ここに移住してきた縁とし
て、選手や指導者の養成などできるこ
とで協力したいと意欲満々です。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。




